
【形状、構造及び原理等】

１. 外観
代表的な製品を示す。

製品の仕様は、外装の表示もしくは製品カタログを参照のこと。

製品番号：73050

２. 材質
ステンレス鋼

３. 原理
テコの原理を用いた板バネ構造の持針器であり、先端部の操作応力

により縫合針を把持する。

【使用目的又は効果】

本品は再使用可能な眼科用の持針器であり、眼科手術時の縫合の際

に縫合針を把持するために用いる。

【使用方法等】

先端部を操作して、縫合針を把持し、縫合操作を行う。

【使用上の注意】

１. 重要な基本的注意
落下等による衝撃を受けた製品は、動作及び機能に異常のないこと

を必ず確認すること。

２. 不具合・有害事象
本品に予想される不具合として次のものがある。

（１） 破損・変形

（２） 動作不良

（３） 劣化

３. その他の注意
（１） 本品に付着した血液・体液・異物等は、清掃・洗浄により完全

に除去してから消毒・滅菌処置を行うこと。

（２） 鋭利な先端部等を有するので、取り扱いには十分注意する

こと。

（３） 本品は、使用する縫合糸と針のサイズによって使い分けること。

［８-０～１１-０用に設計された持針器で４-０～７-０の針付き

縫合糸の針を把持した場合、８-０～１１-０の針付き縫合糸の

針や８-０～１１-０の縫合糸を把持できなくなることがある。］ 

（４） 本品でチストトームを作製しないこと。［８-０～１１-０の針付き

縫合糸の針や８-０～１１-０の縫合糸を把持できなくなること

がある。］ 
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【保守 ・ 点検に係る事項】

１．清掃・洗浄
（１） 使用後は、付着した血液・体液・異物等を洗浄液を含ませた

柔らかい布で洗浄する。洗浄後は、水で濡らした柔らかい布

で払拭する。洗浄には30～40℃の蒸留水又は脱イオン水を

使用すること。

（２） 血液・体液・異物等が間隙構造部に浸入している可能性がある

ので、付着・浸入物等が乾燥しないうちに十分に清掃・洗浄を

行うこと。

（３） 清掃・洗浄には、ワイヤーブラシ、金属研磨剤等は絶対に使用

しないこと。［表面等に損傷を与え、異物・汚物等の除去が困難

になる場合がある。］

（４） 通常の清掃・洗浄で血液・体液・異物等が除去されない場合

は、蛋白除去剤等を用いて直ちに再度洗浄を行うこと。詳細

は使用する蛋白除去剤等の取扱説明書に従うこと。

（５） 清掃・洗浄、消毒・滅菌処理後は、腐食等を防止するため直ち

に乾燥させること。

（６） 洗浄装置（超音波洗浄装置等）を用いて洗浄する場合は、他の

器具等に接触して損傷しないよう注意すること。

２. 消毒･滅菌
（１） 使用施設において公的規格などに基づき定められた条件（温度

及び時間）で高圧蒸気滅菌を行うこと。詳細は、使用する高圧

蒸気滅菌器の取扱説明書に従うこと。

滅菌条件の例

（２） 本品を高圧蒸気法で滅菌した場合は、２０分以上の冷却時間

をおくこと。

（３） 本品の製造元はエチレンオキサイドガス滅菌及びプラズマ

滅菌を推奨していない。これらの滅菌法を用いる場合は、

使用する滅菌器の製造元に必ず問い合わせること。

（４） 腐食等の原因となるので塩素系及びヨウ素系消毒剤の使用

は避けること。

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】

製造販売業者 ： ボシュロム ・ ジャパン株式会社

電話 ： 0120-328-342 （カスタマーサービス部）

製造業者 ： Bausch & Lomb Inc.  ボシュロム社、 アメリカ合衆国

覆いをかけ、132℃、

186.8kPaで10分間
Flash法

ラップ材で包み、121℃、

104.8kPaで30分間
Standard Gravity Steam法

ラップ材で包み、134℃、

206.8kPaで3分間
High Vacuum （Pre-vacuum）法


